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特集:津波防災工事によって姿を消す西宮市の今津浜－大阪湾奥における変遷と現状

砂浜としての今津浜（西宮市今津西浜町）の変遷について

History of Imadzu-hama in Nishinomiya City, Hyogo Prefecture, as a sandy beach. Ryohei 
Yamanishi* (Nishinomiya Shell Museum)

地域自然史と保全　42（2）：73－ 77，　2020

関西自然保護機構業績　第 654 号
*corresponding author（　）：yamaryosan@train.ocn.ne.jp

ト段差が設けられ，その背後は防潮堤と大阪ガ

ス（株）今津総合グラウンドのフェンスによって

隔てられている（山西・阪口，2020，図 3 参照）。

西宮市（2012）は「未来につなぐ生物多様性にし

のみや戦略」において「市内には，甲子園浜，御

前浜・香櫨園浜，今津浜の４つの自然海浜が存在

し，地域団体や NPO 法人が大人から子どもまで

幅広い世代を対象に，干潟の生き物観察や野鳥観

はじめに

兵庫県西宮市内を南流する東川と新川の川尻に

挟まれた今津西浜町の海岸には，北西－南東方向

の汀線沿いに延長約 100m の小規模な砂浜が残さ

れていて（図 1），その南東端には江戸期に建立

された木造の今津灯台（西宮市指定文化財）が佇

む。砂浜の上部には親水護岸としてのコンクリー
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図 1．今津浜の位置．
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川などの河口を挟みつつ，砂浜が東西に連続して

いたことが見て取れる。東川河口付近の両岸には

塩性湿地も形成されていたようである。しかし

1932 年の地形図では浜の両側において突堤の新

設や浜の沖出しが進められ，隣り合った砂浜とは

分断されている。とは言っても今津浜そのものは

1948 年頃までほぼ手つかずの状態が続き，後背

地は未利用で，汀線は浅い弓状を呈していた（図

2a）。

築堤と砂浜の消滅：現在，今津浜の背後には今

津総合グラウンドが整備されているが，その前身

となるグラウンドは早くも 1950 年前後に造成さ

れている。そのため，1952 年の地形図では今津

浜には堤防がめぐらされ，汀線は以前よりも沖側

に張り出して直線状となっている。1961 年の航

空写真では護岸のための消波ブロックも投入され

ていることが確認できる（図 2b）。これによって

天然の砂浜としての今津浜は一旦消滅した。そ

の後，1966 年前後に東川河口に水門が建設され，

1980 － 1984 年にはグラウンドが東側に拡張され

たが 1989 年の航空写真においても海岸の形状に

目立った変化はない（図 2c）。

東川水門の沖出しと親水護岸の建設：1992 年

の航空写真では東川水門が現在の位置に移設（沖

出し）されているが，消波ブロックはそのままの

状態である。1994 年以後の航空写真では消波ブ

ロックは見当たらず，海岸の上部に新たな構造物

が建設されていることが見て取れる。これはコン

クリート段差を伴ったタイル張りの親水護岸で，

現在に至るものである（図 2d）。

砂浜の再生：1995 年の航空写真では親水護岸

の下部に積石状の構造物が確認されるが，砂の

堆積は見られない。1996 年 2 月の写真において

も同様である。ところが 1997 年 2 月にはコンク

リート段差の先に砂が堆積し，汀線が沖側に 10m

以上前進している（図 2e）。じつは西宮市が 1996

察，清掃活動等を実施しています」（p.77）と今

津浜について言及している。ここでは地元の「浜・

川・山のしぜんたんけん隊」と「西宮自然保護協

会」が共同で永年にわたって自然観察，外来植物

除去作業に取り組んでいる。また，地域の方々が

加わって清掃活動も行っている。

兵庫県版レッドデータブック 2011（生態系）（兵

庫県，2011）において西宮市内の夙川河口・御前浜・

香櫨園浜と浜甲子園は共に B ランク（都道府県

的価値に相当）の評価を受けている。しかし，そ

れらの間に位置する今津浜については規模が小さ

いこともあってか，保全の対象とされることがな

く，また生物的自然に関する学術的な記録も残さ

れていない。後述するように今津浜は津波防災の

ための工事によって間もなく姿を大きく変えてし

まうことから，改変前の浜の地形と生物的自然を

可能な限り記録に残し，今後求められる自然再生

に役立てていくことが差し迫って必要とされてい

る。本特集では，本稿において砂浜としての今津

浜の変遷を明らかにし，阪口・大谷（2020）が海

浜植物の変遷と現状について，山西・阪口（2020）

が地形と潮間帯の底生生物相について報告し，さ

らに渡部（2020）が西宮市沿岸域の希少海岸動物

の現状を紹介する。

過去の地形図・空中写真からみた今津浜の変遷

国土地理院による地図・空中写真閲覧サービス

を利用して，1923 年，1927 年，1932 年，1952 年

の地形図を閲覧するとともに，1947 － 2009 年の

62 年間に撮影された 25 年分 36 カットの空中写

真をダウンロードし，時系列の変化を追った。そ

の結果明らかになった今津浜の変遷を以下に示

す。

自然の営力による砂浜の時代：1923 年の地形

図によると，今津浜周辺では，東川，新川，鳴尾
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年 11 ～ 12 月に撮影した航空写真においてすでに

同様の状態が認められる（大谷洋子氏からの情報

提供による）。そしてそれ以降，このような海岸

の形状が継続して現在に至っている（図 2f）。こ

れらのことから 1996 年に今津浜において新たに

砂が人為的に投入されたと推定される。ただしそ

の裏付けとなる工事の記録や証言は入手できてい

ない。

以上により，第二次世界大戦前から残されてい

た砂浜としての今津浜は，1950 年前後の築堤と

護岸工事によって消滅したが，1994 年以降の消

波ブロックの撤去と 1996 年に実施された砂の投

図 2．空撮による今津浜の地形の経年変化．a － e：地図・空中写真閲覧サービス（国土地理院）から
ダウンロードした空中写真を拡大した．カッコ内は整理番号・コース番号・写真番号．
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に建設され，その後砂浜の南側に壁を作り土砂

を入れて統合排水機場の工事が始まり，完成は

2026 年ごろということである。その結果，砂浜

部分は西側の壁や階段護岸を取り払い東川から排

水機場への水路となる予定とされている。また水

門は常時開けておき，高潮や台風などの情報があ

るときに閉めるとの説明である（以上，大谷洋子

氏私信）。この情報によれば，砂浜の前面に巨大

な統合排水機場が建設されることになり，今津浜

との間は東川から新川水門への狭い流路と化すこ

とになる。砂浜の消失は避けることができないと

考えられる。

しかし，津波防災を目的とする事業であるから

と言って，あるいは県の保全対象地域ではないか

らと言って，海浜植生を伴った砂浜としての今津

浜の消滅をそのまま見過ごし，放置することは許

されないであろう。「生物多様性にしのみや戦略」

における今津浜の位置づけからみても，代替策に

ついて事業者（兵庫県）だけでなく西宮市，地元

の市民，専門家などを交えた形でオープンに検討

することが求められている。現在の今津浜が 24

年前の砂の投入によって見事に再生した経緯から

みても，今後の新たな護岸の造成計画に砂浜再生

の方策を組み込むことによって，代償措置は十分

に実現可能であると考えられる。
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入によってほぼ同じ位置に砂浜が復活し現在に

至っていると考えられる。したがって，現存する

砂浜の歴史は 1996 年以降の 24 年間ということに

なる。2009 年の空中写真では浜の西端に植生が

局在する状況が認められるが，現在その範囲は東

端にまで及んでいて，この間に拡大したことが窺

える。

津波防災工事によって失われる今津浜

2015 年，兵庫県は巨大津波に備えた防災・減

災対策として「津波防災インフラ整備計画」を策

定した（兵庫県，2020）。それに基づく津波越流

範囲縮小のための防潮水門の下流への移設事業

のひとつとして，西宮市においては今津浜の沖に

新たな水門を設けることとし，すでに 2016 年に

は工事が着手されている。報道によれば，現在

の砂浜は「新川と東川の統合排水機場の建設に

伴い，流入水路や吸水槽ができることから，姿

を消す見通し」（朝日新聞デジタル　2016 年 06

月 04 日付「今津港の水門建設で灯台や砂浜，ど

う な る？」URL：http://www.asahi.com/area/hyogo/

articles/MTW20160604290690001.html　2020.10 参

照）とされている。この事業に対して「浜・川・

山のしぜんたんけん隊」は兵庫県知事あてに「水

門工事で水没する予定と聞く今津浜の自然が残る

ことを願っています。防災と自然保護が両立する

対策を要望します」（2016 年 8 月）との要望書を

提出している（粟野真造事務局長から提供された

資料による）が，対応策は公表されていない。

最近（2020 年 7 月）の兵庫県尼崎港管理事務

所からの情報提供と資料によれば，新たに沖合に

造られる水門は「新川水門」と表記され，既設の

東川水門は存置されることになっている。新川水

門の工事は 2021 年度までの予定で，引き続き水

門と東川との間を結ぶ防潮堤が 2023 年ごろまで
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